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低
迷
し
て
い
る
日
本
経
済
の
活
性
化
を

提
言�

経
済・権  

赫
旭
教
授

多
民
族
国
家
米
国
の
移
民
地
理
学
を

研
究�

文
理･

矢
ケ
﨑 

典
隆
教
授

　

経
済
学
に
は
、
一
国
の
経

済
全
体
を
扱
う
マ
ク
ロ
経
済

学
と
、
企
業
や
個
人
な
ど
最

小
単
位
の
経
済
主
体
の
行
動

を
扱
う
ミ
ク
ロ
経
済
学
が
あ

る
。
そ
の
中
で
権
教
授
は
、

経
済
理
論
モ
デ
ル
で
予
測
さ

れ
た
内
容
を
具
体
的
な
企
業

の
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
実
証

す
る
と
い
う
「
応
用
ミ
ク
ロ

経
済
学
」
が
専
門
。
主
に
企

業
の
動
き
が
マ
ク
ロ
経
済
に

及
ぼ
す
影
響
分
析
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
自
動

車
メ
ー
カ
ー
が
新
車
の
生
産

や
大
き
な
設
備
投
資
を
行
う

と
同
社
の
業
績
に
も
影
響
す

る
だ
け
で
な
く
、
日
本
全
体

の
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
す
か
と
い
う
こ
と
に

関
心
を
持
ち
、
分
析
を
し
て

い
る
も
の
だ
。

　

こ
れ
ま
で
、
バ
ブ
ル
崩
壊

後
に
日
本
経
済
が
低
迷
し
た

理
由
に
関
し
て
研
究
を
行
っ

て
き
た
が
、
そ
の
原
因
と
し

て
「
企
業
の
生
産
性
が
下
落

し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
」
と

語
る
。
生
産
性
下
落
の
理
由

と
し
て
主
に
二
つ
が
考
え
ら

れ
る
。
一
つ
目
は
企
業
内
部

の
問
題
と
し
て
、
リ
ス
ク
を

伴
う
研
究
開
発
や
設
備
投
資

な
ど
を
企
業
が
積
極
的
に
行

わ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
制
度
的
要
因

で
、
労
働
市
場
が
年
功
序
列

や
終
身
雇
用
な
ど
で
柔
軟
性

し
、
優
れ
た
企
業
が
新
た
に

参
入
す
る
こ
と
で
、
経
済
全

体
の
新
陳
代
謝
機
能
が
う
ま

く
働
い
て
経
済
が
健
康
な
状

態
を
保
つ
も
の
だ
。
し
か

し
、
日
本
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後

の
約
20
年
の
間
に
新
企
業
の

誕
生
が
少
な
く
、
た
と
え
誕

生
し
た
と
し
て
も
早
い
ス
ピ

る
た
め
に
取
る
べ
き
政
策
や

制
度
改
革
と
企
業
行
動
の
相

互
作
用
に
つ
い
て
、
一
橋
大

学
、
早
稲
田
大
学
、
専
修
大

学
の
教
員
と
共
同
チ
ー
ム
を

組
ん
で
分
析
を
行
っ
て
い

る
。
そ
れ
が
「
日
本
経
済
の

持
続
的
な
経
済
成
長
の
た
め

の
企
業
動
学
に
関
す
る
包
括

研
究
を
進
め
て
い
る
権
教
授

は
「
日
本
の
企
業
が
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
過
程
か
ら
、
人
件

費
や
価
格
が
安
い
場
所
で
生

産
し
た
ほ
う
が
国
際
的
な
競

争
に
勝
ち
抜
く
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
海
外
に
進
出
し
ま

す
。
し
か
も
、
競
争
力
の
あ

る
企
業
ほ
ど
海
外
に
出
て
行

は
「
日
本
全
体
の
構
造
改
革

が
必
要
で
あ
り
、
新
し
い
シ

ス
テ
ム
を
作
り
直
さ
な
け
れ

ば
、
日
本
経
済
の
低
迷
は
続

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
懸
念
す
る
。

　

そ
の
た
め
、
今
こ
そ
、
マ

ク
ロ
経
済
の
悪
い
状
況
が
ミ

ク
ロ
経
済
の
企
業
に
も
影
響

す
る
と
い
う
悪
循
環
を
断
ち

切
る
方
策
を
考
え
る
時
期
で

あ
る
と
提
言
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
権
教
授
は
「
日
本

大
学
の
出
身
者
は
中
小
企
業

の
創
業
者
が
多
く
、
積
極
的

に
リ
ス
ク
を
負
っ
て
新
し
い

企
業
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
意
味
で
は
日
本
経
済
に

貢
献
し
て
き
て
お
り
、
今
後

も
そ
の
伝
統
は
続
い
て
ほ
し

く
、
大
学
側
も
推
進
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

経
済
的
な
独
立
が
目
標

　

金
融
公
共
経
済
学
科
の
授

業
「
企
業
経
済
学
」
を
担
当

す
る
権
教
授
の
ゼ
ミ
で
も
企

業
経
済
学
を
研
究
テ
ー
マ
と

し
て
い
る
。
２
〜
４
年
生
ま

で
合
計
83
名
と
い
う
ゼ
ミ
生

に
は
日
本
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス

ケ
ー
ス
を
学
習
さ
せ
、
毎
週

交
代
で
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
発

表
が
行
わ
れ
る
。

　

こ
れ
を
主
体
と
し
な
が
ら

明
治
大
学
、
専
修
大
学
、
学

習
院
大
学
、
一
橋
大
学
と
年

３
回
、
イ
ン
タ
ー
ゼ
ミ
（
共

同
ゼ
ミ
）
を
実
施
し
、
学
生

た
ち
の
研
究
成
果
を
発
表
し

て
い
る
。
同
ゼ
ミ
に
向
け
て

準
備
す
る
夏
合
宿
の
ほ
か
、

新
２
年
生
と
顔
合
わ
せ
を
す

る
春
合
宿
も
行
っ
て
い
る
。

権
教
授
が
ゼ
ミ
生
に
最
初
に

話
す
の
は
「
独
立
し
た
人
間

に
な
る
こ
と
が
ゼ
ミ
の
目

標
」
で
あ
り
「
経
済
的
に
独

立
す
る
に
は
健
康
的
に
暮
ら

し
、
愛
し
愛
さ
れ
る
こ
と
も

夢
を
持
つ
こ
と
も
大
切
で

す
」
と
、
優
し
い
人
柄
を
表

す
言
葉
で
語
り
か
け
て
い

る
。

　

権
　
赫
旭
（
ク
ォ
ン
・

ヒ
ョ
ッ
ク
ウ
ッ
ク
）
ソ
ウ

ル
大
学
国
際
経
済
研
究
科

を
修
了
後
、
平
成
９
年
に

来
日
、
一
橋
大

学
大
学
院
経
済

学
研
究
科
で
修
士
課
程
・

博
士
課
程
を
修
了
、
経
済

学
博
士
。
同
研
究
科
の
助

手
、
一
橋
大
学
研
究
所
専

任
講
師
、
日
本
大
学
経
済

学
部
専
任
講
師
・
准
教
授

を
経
て
、
現
職
。
Ａ
ｍ
ｅ

ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ 

Ｅ
ｃ
ｏ
ｎ

ｏ
ｍ
ｉ
ｃ 

Ａ

ｓ
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
、
日
本
経
済
学

会
に
所
属
。
世
界
の
歴
史

書
を
読
む
の
が
趣
味
。
韓

国
慶
州
市
出
身
・
45
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

矢
ケ
﨑
　
典
隆
（
や
が

さ
き
・
の
り
た
か
）
昭
和

50
年
東
京
教
育
大
学
理
学

部
卒
。
57
年
米
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
バ

ー
ク
リ
ー
校
地

理
学
研
究
科
修
了
・
博

士
。
58
年
筑
波
大
学
講

師
、
62
年
横
浜
国
立
大
学

教
育
学
部
助
教
授
、
63
年

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部

助
教
授
、
教
授
を
経
て
、

平
成
24
年
日
本
大
学
文
理

学
部
教
授
。
同
年
日
本
地

理
学
会
会
長
。

21
年
日
本
教
育

連
合
会
教
育
研
究
賞
受

賞
。
著
書
は
『
食
と
農
の

ア
メ
リ
カ
地
誌
』
な
ど
。

石
川
県
出
身
。
61
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

ミ
ク
ロ
単
位
の
企
業
の
動
き
が

マ
ク
ロ
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
を
分
析

　

米
国
は
人
種
の
坩
堝
（
る

つ
ぼ
）
や
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
と

呼
ば
れ
る
多
民
族
社
会
。「
新

大
陸
」
を
開
拓
し
た
の
は
英

国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、

北
欧
諸
国
な
ど
欧
州
か
ら
の

移
住
者
だ
。
そ
の
後
、
南
欧

や
東
欧
、
そ
し
て
中
国
、
日

本
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
な
ど

か
ら
多
く
の
人
々
が
ア
メ
リ

カ
ン
ド
リ
ー
ム
を
夢
見
て
や

っ
て
来
た
。
彼
ら
は
米
国
に

多
様
な
文
化
を
持
ち
込
み
、

風
土
を
生
か
し
た
産
業
を
生

み
出
し
た
。

　

専
門
は
人
文
地
理
学
と
米

国
地
誌
。「
地
誌
」
と
は
馴

染
み
の
薄
い
言
葉
だ
が
、
特

定
の
地
域
を
対
象
と
す
る
地

理
学
を
指
す
。

　

特
に
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
地
理

学
」
と
も
呼
ば
れ
る
移
民
研

究
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
だ
。「
人

や
モ
ノ
が
行
き
来
し
、
離
れ

た
国
同
士
が
結
び
付
く
。
移

民
が
新
た
な
産
業
を
興
し
、

独
特
の
景
観
を
つ
く
る
。
移

民
は
地
理
学
の
大
き
な
研
究

対
象
で
す
」

米
国
は
世
界
の
博
物
館

　

現
在
の
主
要
な
研
究
テ
ー

マ
は
「
世
界
の
博
物
館
ア
メ

リ
カ
―
移
民
と
基
層
文
化
の

再
検
討
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

地
誌
の
構
築
―
」。
平
成
23

年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
、
科

学
研
究
費
助
成
事
業
（
科
研

費
）
に
採
択
さ
れ
、
７
人
の

地
理
学
者
の
協
力
を
得
て
共

同
研
究
に
取
り
組
む
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
移
民
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
文
化
を

持
ち
込
む
。
移
民
の
本
国
で

は
近
代
化
で
古
い
も
の
が
な

く
な
る
。
一
方
、
米
国
に
は

そ
れ
が
残
っ
て
い
る
。
将
来

は
米
国
が
世
界
の
博
物
館
に

な
る
で
し
ょ
う
」。
こ
れ
が

研
究
で
検
証
し
よ
う
と
す
る

仮
説
だ
。

　
「
一
例
を
挙
げ
ま
し
ょ

う
。
18
世
紀
の
後
半
、
ド
イ

ツ
人
が
ロ
シ
ア
・
ボ
ル
ガ
川

流
域
に
移
住
。『
ボ
ル
ガ
ジ

ャ
ー
マ
ン
』
と
呼
ば
れ
、
開

拓
農
民
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。し
か
し
、19
世
紀
後
半
、

迫
害
に
遭
い
、
一
部
は
米
国

に
移
る
。
ボ
ル
ガ
ジ
ャ
ー
マ

ン
は
他
の
ド
イ
ツ
系
移
民
と

異
な
り
、
団
結
力
が
強
い
。

独
自
の
文
化
を
大
事
に
し
、

そ
れ
を
展
示
す
る
博
物
館
も

持
っ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
語

の
影
響
を
受
け
て
ド
イ
ツ
語

が
変
化
し
、
米
国
で
は
そ
れ

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
」

　

１
９
７
０
年
代
以
降
、
米

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

最
近
で
は
移
民
博
物
館
同

士
が
互
い
の
収
蔵
品
を
貸
し

借
り
し
た
り
、
地
元
の
博
物

館
が
移
民
に
関
す
る
資
料
を

展
示
し
た
り
す
る
例
も
あ

る
。「
異
文
化
を
排
斥
し
な

い
。
文
化
の
多
様
性
を
認
め

る
方
向
に
米
国
は
向
か
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」

　

通
常
、
固
有
の
基
層
文
化

は
他
の
文
化
に
影
響
さ
れ
て

変
化
す
る
こ
と
は
な
い
。
し

か
し
米
国
で
は
、
移
民
が
持

ち
込
ん
だ
文
化
が
基
層
文
化

の
形
成
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
。
矢
ケ
﨑
教
授
は
そ
う

考
え
る
。

　

地
理
好
き
増
や
し
た
い

　

少
年
時
代
か
ら
自
転
車
で

遠
出
を
し
た
り
探
検
記
を
読

人
文
地
理
学
の
中
心
で
あ
る

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー

ク
リ
ー
校
へ
。
そ
こ
で
知
っ

た
の
が
日
系
移
民
の
苦
難
の

歴
史
だ
。

　

２
世
は
二
百
パ
ー
セ
ン
ト

米
国
人
に
な
ろ
う
と
努
力
し

た
。
真
珠
湾
攻
撃
の
後
、
日

系
人
部
隊
に
入
り
欧
州
戦
線

で
戦
っ
た
人
も
い
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、日
系
人
は「
敵

性
外
国
人
」
と
し
て
収
容
所

に
送
ら
れ
た
。
米
国
社
会
へ

の
貢
献
が
評
価
さ
れ
ず
、
戦

後
も
、
そ
の
功
績
が
見
直
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
こ

れ
は
自
分
が
書
か
な
け
れ

ば
、
と
思
い
ま
し
た
」

　

日
本
で
は
歴
史
好
き
は
多

い
が
、
地
理
好
き
は
少
な

い
。
高
校
で
地
理
が
必
修
科

目
か
ら
外
れ
た
こ
と
も
、
そ

の
一
因
。
日
本
学
術
会
議
は

高
校
に
「
地
理
基
礎
」「
歴

史
基
礎
」
を
設
け
必
修
と
す

る
こ
と
を
提
言
。
日
本
地
理

学
会
会
長
と
し
て
「
次
の
学

習
指
導
要
領
改
訂
で
は
ぜ
ひ

実
現
さ
せ
た
い
」。

　

同
学
会
理
事
長
だ
っ
た
平

成
23
年
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
街

歩
き
番
組
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」

に
日
本
地
理
学
会
賞
（
団
体

貢
献
部
門
）
を
授
与
。
古
地

図
で
歴
史
の
痕
跡
を
追
い
、

地
域
の
変
容
ぶ
り
を
探
求
し

た
同
番
組
は
「
広
い
意
味
で

の
地
理
教
育
」と
賞
賛
す
る
。

全
米
日
系
人
博
物
館
。
移
民

の
歴
史
や
太
平
洋
戦
争
中
の

強
制
収
容
所
に
関
す
る
資
料

国
で
は
各
国
の
移
民
が
博
物

館
を
つ
く
り
だ
す
。
92
年
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
開
館
し
た

ゼミ生と談笑する矢ケ﨑教授

各国から移民、母国の文化を継承
多様な文化、受容する米国

エスニック地理、留学契機

昨年11月３日、2年ゼミ生による1年生に対し
て平成26年度の説明会が行われた

ー
ド
で
成
長
し
な
い
た
め
、

競
争
力
を
失
っ
た
企
業
、
い

わ
ゆ
る
「
ゾ
ン
ビ
」
企
業
が

存
続
す
る
こ
と
で
市
場
競
争

に
よ
る
自
然
選
択
機
能
が
働

か
ず
、
日
本
の
経
済
を
低
迷

さ
せ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す

が
な
い
た
め
新
分
野
に
進
出

す
る
こ
と
が
難
し
く
、
積
極

的
に
リ
ス
ク
を
取
ら
な
い
よ

う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
企
業
は
人
間
の

一
生
と
同
じ
よ
う
に
、
競
争

力
を
失
っ
た
企
業
は
退
出

的
な
研
究
」
で
、
日
本
学
術

振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
平

成
27
年
３
月
末
ま
で
実
施
さ

れ
る
。

シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
を

　

現
在
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

「ブラタモリは地理番組」と矢ケ﨑教授

「奨学金のお陰で勉強を続けら
れ、日本には感謝しています」と
権教授は語る

ん
だ
り
と
、

地
理
的
な
こ

と
に
関
心
が

強
か
っ
た
。

大
学
は
迷
わ

ず
地
理
学
科

に
進
み
、
２

年
生
の
夏
休

み
に
乗
り
放

題
の
バ
ス
で

米
国
ひ
と
り

旅
。

　

フ
ル
ブ
ラ

イ
ト
留
学
生

と
し
て
米
国

く
た
め
国

内
の
生
産

力
は
失
わ

れ
、
日
本

経
済
に
悪

い
影
響
を

及
ぼ
す
結

果
に
な
っ

て
い
る
の

で
す
」
と

語
る
。
こ

の
よ
う
な

状
態
を
改

善
す
る
に
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